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概要

● インターネット上における発言内容は、誹謗中傷にあたる
ことがあり、そのようなコメントによる苦悩から命を絶って
しまう人がいる。

● 人を不快させたり、苦しませたりするような言葉の一覧で
ある誹謗中傷表現辞書をつくる。

● 誹謗中傷表現辞書の中のものに一致したら、読み手と書
き手にそれぞれ警告文を表示する。

● 精神的な苦痛をなくすシステムを提案する。



  

背景 1 （メリット・デメリット）

メリット：
● 誰でも簡単に好きな情報を発信できる。
● また、それらを得ることができる。

デメリット：
● 匿名性が高く、集団心理が働き攻撃性が高まるため、他人

の気持ちを考えない自分勝手な発言がしやすい。
● 根拠のないコメントを鵜呑みし、便乗して誹謗中傷をする

人がいる。



  

背景 2 （誹謗中傷を行う理由・事件数）

理由：
● 嫉妬やストレスの解消、自分の弱い部分を隠したり、自分

の強さ、賢さ（優位性や正当性）を示すため。
● 相手がどのように反応するかをみてを楽しむため。

誹謗中傷件数：

● 2217 件で、 5 年連続して過去最高件数となっている
（平成 29 年度の法務省の人権擁護機関の取り組み）。



  

研究内容

● SNS や電子掲示板上のテキストを対象とし、 SO-PMI
という方法を用いて誹謗中傷にあたる言葉・文章である可
能性の度合いを表した「誹謗中傷度」を算出し、誹謗中傷
の言葉・文章の誹謗中傷表現辞書を作成する。

● 誹謗中傷に成り得る言葉が含まれていたら、書き手、読み
手にそれぞれ「不快なメッセージが含まれいています」と
いった警告をし、書き手にはどういう意図で書いたのか、
読み手にはどういう内容か知りたいかを確認させるような
システムを作成する。



  

目的

● 誰もが気分を害さず、発言でき、意見を聞くことができる。

● 電子掲示板や SNS に導入できる。



  

提案手法



  

まとめと今後の課題

● 誹謗中傷表現辞書にあるネットスラングと一致したら、そ
の単語の意味、有害性を表示することはできる。

● インターネット上にあった誹謗中傷に成り得る単語とその
情報を CSV ファイルに入れただけで、単語の有害性や違
法性は測らなかった。

● 先行研究の SO-PMI 、 AIC などを用いてそれらを測るこ
とや形態素解析を試し、誹謗中傷に成り得る単語や文章
を自動的に検出できるようにする。

● 新しくネットスラングなどが生み出される度に誹謗中傷表
現辞書を更新しなければならず、手間がかかるため、克服
するための何らかの手段が必要になる。
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